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学校法人冲永学園 2022 年度事業報告書 

 

１．法人の概要 （2022 年 5 月 1 日現在） 

 

(１) 設置する学校・学部・学科等と入学定員、学生数の状況 

学校名・学科・専攻名 入学定員 入学者数 収容定員 在学者数 

帝京短期大学 (専攻科含む・通信教育課程除く) 495 219 1,070 585 

生活科学科 

生活科学専攻 

食物栄養専攻 

170 

70 

100 

66 

45 

21 

340 

140 

200 

 

196 

138 

58 

 こども教育学科こども教育専攻 50 21 100 

 

59 

ライフケア学科 

臨床検査専攻 

柔道整復専攻 

柔道整復専攻（二部） 

170 

80 

60 

30 

81 

48 

24 

9 

510 

240 

180 

90 

 

271 

147 

96 

28 

 専攻科こども教育学専攻 

専攻科臨床工学専攻 

専攻科養護教諭専攻 

50 

40 

15 

24 

24 

3 

5 

 

50 

40 

30 

700 

24 

27 

8 

 こども教育学科通信教育課程 200 7 700 75 

帝京八王子高等学校 120 83 360 319 

帝京八王子中学校 40 16 120 60 

帝京めぐみ幼稚園 25 29 80 109 

帝京にしき幼稚園 70 68 240 212 

(注)通信教育課程の入学者数は前期入学者のみ。幼稚園の入園者数は 3歳児のみ。 

 

(２) 役員の概要 

 理事長：冲永 寛子、常務理事：冲永 佳史 

理 事：勝 健一、渡邊 正光、内田 れい子 

 監 事：安西 信雄、三谷 章 

  

(３) 教職員の概要 

学校名 学長・校長・園長 所 在 地 教員数 職員数 

帝京短期大学 冲永 寛子 東京都渋谷区本町 6-31-1 57 24 

帝京八王子高等学校 木﨑 右成 東京都八王子市上川町 3766 20 1 

帝京八王子中学校 木﨑 右成 東京都八王子市上川町 3766 6 1 

帝京めぐみ幼稚園 溝口 綾子 東京都渋谷区本町 6-34-18 14 0 

帝京にしき幼稚園 齊藤美代子 東京都品川区旗の台 6-5-30 15 0 
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２．事業の概要 

 

(１) 教育研究活動 

 

ア．帝京短期大学 

 

(ア) 国家試験合格者数・合格率 

  ライフケア学科 2022 年度卒業生の国家試験合格者数・合格率は下記の通りである。

補講、模擬試験の頻度を増やす等教員は学生指導に努めているが、柔道整復師国家試験

は全国的にも合格率は低く厳しい結果となった。 

 

 ＜2022 年度卒業生＞ 

 国家資格 合格者数 合格率 全国平均 

臨床検査専攻 臨床検査技師 33 名 89.2 % 89.5 % 

柔道整復専攻 柔道整復師 22 名 57.9 % 65.4% 

専攻科臨床工学専攻 臨床工学技士 16 名 100.0 % 92.8% 

 

(イ) 資格取得者数 

  2022 年度卒業生において、所定の単位を修得し目指していた資格を取得した学生数

は下記の通りである(各専攻とも 9 月卒業生を含む)。 

 

・生活科学科 

生活科学専攻 養護教諭二種 35 名 

   食物栄養専攻 栄養士 33 名 

 ・こども教育学科 

こども教育専攻 幼稚園教諭二種 22 名 

 ・専攻科こども教育学専攻 保育士 24 名 

 ・こども教育学科通信教育課程 幼稚園教諭二種 3 名 保育士 5 名 

    (上記のうち 3 名が両方の資格を取得) 

 ・専攻科養護教諭専攻 養護教諭一種 5 名 

 

(ウ) 就職率 

2022 年度卒業生の 2023 年 5 月 1 日現在の就職率は 98.3%(就職希望者数 180 名に 

対して内定者数 177 名)である。また、実就職率は 81.9%(進学者を除く卒業生数 216

名に対して内定者数 177 名)となった。就職率は前年度比+2.9%、実就職率は前年度比 

+0.4%となった。 
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イ．帝京八王子中学校・高等学校 

 

 コロナ禍の影響が残る 2022 年度の開始であったが、生徒の学習活動では、感染防止に

努めながら対面授業を実施してきた。感染防止対策として、消毒洗浄、消毒用アルコール

の設置増、サーキュレータの設置増等を行い、生徒が安心して登校し学習ができるよう、

コロナウィルス感染拡大防止の設備拡充に努めた。 

 2022 年度より高校では本校独自の特色ある新しい４つのコース(国際文化コース・言語

文化コース・人文社会コース・科学探求コース)がスタートした。コース選択に向けた学

習を、教科教育を通してだけでなく、より自らの進路を深く考えるための進路説明会や学

習を実施した。 

コンピュータ教育を進めるためにサイネットへ参加し、インターネット回線の強化を行

った。文化祭では、総合的な探求(学習)の時間で作成した映像作品を体育館にて発表を行

い、コンピュータ教室や体育館ほか、さまざまな既存の施設を有効に使用して学習を行っ

てきた。 

海外への旅行行事はコロナ禍の影響から国内へ変更してきたが、出入国の規制の緩和に

伴い、ボストン研修より実施を再開し、本校の国際理解教育を進めた。 

 中高とも一新した制服や本校の特色あるカリキュラムをより広く知らしめるため、広報

活動もインターネットによる映像での展開を強化した。オンラインによる学校説明会や

Zoom による個別相談を実施、ツイッター、インスタグラムの公式アカウントによる情報

発信を開始、本校ホームページや受験情報サイト等で、コロナ禍中の本校での取り組み・

対応・教育が広く周知されるよう努めてきた。 

 

ウ．帝京めぐみ幼稚園・帝京にしき幼稚園 

 

 両園では、新型コロナウィルス感染症対策の中で工夫をしできる限り例年に近い保育活

動に努めた。帝京めぐみ幼稚園では動物介在教育等を通じて、帝京にしき幼稚園では知育

玩具を充実させ園児の心を育む保育を行っている。また、帝京にしき幼稚園では隣接地に

第二園舎の土地・建物を取得し保育に活用している。また、両幼稚園では、整備した園務

システムおよび ICT 環境の活用を進める。 

 

(２) 施設設備等 

 

帝京短期大学では、コロナ禍における教育活動の継続及び教育の DX(デジタルフォー

メーション)化に対応するため継続して ICT 環境の構築に取り組んだ。これまでに導入し

たクラウド基盤 Microsoft 365 及び Teams の継続運用、授業配信や分散授業に対応で

きる教室及びラーニングコモンズ内の整備を実施してきた。2022 年度は、半導体不足の

影響により延期となっていた SINET6 接続による基幹ネットワークの整備を実施した。

今後 5 年間を見越した通信量に対応するためデータセンターの構築を実施し、高速化か

つ高セキュリティ化の整備を行った。この整備により本部と離れて存在する法人各拠点

(帝京八王子中学高等学校、帝京にしき幼稚園)も統合したネットワークとした。この他
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に、学内に存在する各種システムや講義室の教室設備の耐用期限と優先度に応じた更新、

構築した学内無線 LAN の使用可能箇所の拡大等充実化を検討する。 

 

図書館については、2022 年度の来館者数は 5,949 人、貸出書籍数は 3,278 冊と学生数

減少に伴い 2021 年度より利用実績は減少している。図書館内に設置したラーニングコモ

ンズは少人数授業での利用を中心に利用人数 320 人、利用回数 61 回とこちらも学生数に

応じて 2021 年度比減少している。 

 

３．財務の概要 (経年比較) 

 

(１) 資産の状況 

   (単位：百万円) 

 

(２) 収支の状況 

(単位：百万円) 

 

 

以 上 

項 目 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

固定資産 35,761 35,651 35,635 

流動資産 2,101 1,927 1,900 

資産の部合計 37.862 37.578 37.535 

固定負債 101 115 113 

流動負債 625 380 295 

基本金 36,107 36,385 36,344 

翌年度繰越収支差額 1,029 698 783 

負債及び純資産の部合計 37,862 37,578 37,535 

項 目 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

資金収入総額 8,151 9,251 13,894 

翌年度繰越支払資金 1,881 1,811 1,815 

事業活動収入 2,389 2,236 1,896 

事業活動支出 2,033 2,289 1,853 

基本金組入額 △49 △348 △13 

当年度収支差額 307 △401 30 

翌年度繰越収支差額 1,029 698 783 


